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種別 品       名 基準 現在の備蓄数 配備基準 備蓄場所 備　　考

発電機、投光器、ガ
ソリン缶詰(12ℓ)、
コードリール、ガソ
リン携行缶

156カ所 156カ所 　全ての指定避難所156カ所に配備 指定避難所
　ガソリン缶詰は使用期限
が3年のため、毎年1/3ずつ
更新

事務用品等（懐中電
灯、拡声器、電卓、
ラジオ、筆記用具、
養生テープ等）

156カ所 156カ所 　全ての指定避難所156カ所に配備 指定避難所

小型ＬＥＤライト 156カ所 156カ所
　避難所のトイレ照明用として、水を浸けると
発光するライトを避難所156カ所に20個ずつ配備

指定避難所

衛生管理物品 156カ所 156カ所
　避難所のトイレ清掃用として、除菌消臭剤、
ウェットティッシュ、使い捨て手袋、マスクを
避難所156カ所に配備

指定避難所

携帯トイレ 257,500枚 257,500枚
　発災1～2日目の避難所へ避難する避難者数分
　（1人1日5枚利用）

拠点備蓄倉庫
旧中川小学校
旧五常小学校

組立トイレ 15台 15台
　洋式便器が設置されていない避難所15カ所に
1台ずつ配備

指定避難所

段ボールベット 1,277台 1,277台
　要援護者優先施設に収容できない要援護者
1,277人分を配備（段ボール製間仕切りを含む）

拠点備蓄倉庫

敷き段ボール 12,000枚 12,316枚 　人口の5％を基準として備蓄 拠点備蓄倉庫

非常用食糧 50,500食 54,102食 　発災当日の避難者数の１食分 拠点備蓄倉庫
　消費期限が5年のため、
毎年1/5ずつ更新

使い捨てカイロ 30,300個 56,920個 　発災当日の避難所へ避難する避難者数 拠点備蓄倉庫
　消費期限が3年のため、
毎年1/3ずつ更新

水 30,000本
2.0ℓ 23,940本
1.5ℓ 32,000本

　2ℓ入りペットボトル、市水源地水利用 「信州
松本の水」を 30,000本備蓄

拠点備蓄倉庫
　消費期限が5年のため、
毎年1/5ずつ更新

毛布 12,000枚 11,938枚 　人口の5％を基準として備蓄 拠点備蓄倉庫

災害対策用物資備蓄計画

避
難
者
に
供
与
す
る
物
資

平成２９年３月末

避
難
所
運
営
に
必
要
な
物
品

生
活
環
境
の
整
備
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種別 品       名 基準 現在の備蓄数 配備基準 備蓄場所 備　　考

ウェットタオル
ウェットティッシュ
（子ども用）
使い切りビデ(女性
用)
女性用ショーツ
男児用ブリーフ
女児用ブリーフ

350個
1,600枚

 
695個
 

710枚
300枚
300枚

松本平広域公
園備蓄倉庫

バスタオル
子ども用ベビー毛布
ビニール袋
生理用品（女性用）
乳幼児用下着
使い切りビデ(女性
用)
紙おむつ
ようかん
 


 　645枚
 　96枚
 7,000枚
 1,408枚

 46着
 47個

1,610枚
695包

 

総合社会福祉
センター備蓄
倉庫

粉ミルク
哺乳瓶
カセットコンロ
カセットコンロ用ボ
ンベ

22缶
31瓶
22個
66本

市立保育園
13カ所

非常用食糧 15,000食 8,128食
　上高地の観光客のピーク時15,000人を基準と
し、平成31年度までに備蓄完了予定

上高地消防隊
詰所

　消費期限が5年のため、
毎年1/5ずつ更新

毛布 750枚 300枚
　上高地のピーク時の観光客15,000人の5％を基
準として備蓄

上高地消防隊
詰所

　Ｈ31までに整備

原
子
力
災
害

安定ヨウ素剤

丸薬 216,700錠

分包薬 7,000包

丸薬 216,700錠

分包薬 7,000包

　市民(40歳未満及び妊婦)110，000人及び観光
客等市内滞留者20,000人の安定ヨウ素剤を備蓄
　3歳未満　　　  ：分包薬1包
　3歳～13歳未満　：丸薬1錠
  13歳～40歳未満 ：丸薬2錠

市立小学校
28カ所

　丸薬は3年ごと、分包薬
は1年ごと更新

※その他、中学校に女性用下着、生理用品を保管しています。

上
高
地
孤
立

対
策

要
援
護
者
等
に
供
与
す
る
物
資
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○プチ送迎ボランティア活動の概要 

- 

 

１ 取組みの背景・経過など 

 新村地区は高齢化率が非常に高く、高齢者の一人暮らし世帯も増加。地区内にはスーパーが一軒も

なく、自動車等の運転が困難で日常の買い物や通院等に困っている高齢者の問題が顕在化していた。

地元の松本大学生の協力を得ながら実態調査を実施し、高齢者（交通弱者）の「足」の確保といった

地域課題に取り組み、試行錯誤の結果、住民主体のボランティア組織を設立し、「プチ送迎車」で近

隣のスーパーや医療機関へ週３回のドアtoドアの送迎を行っている。 

 
２ 新村地区の概要（統計データ） 

面 積：１０．５９㎢ 

世 帯 数：１，２８３世帯 

人 口：３，２６９人（男１，５８０人  女１，６８９人） 

町 会 数：１４町会 

高齢化率：３４．４％    ※世帯数・人口・高齢化率はＨ２９．１．１現在 

 

３ 団体の概要 

 ⑴ 役 員 会 長 上原 哲郎（うえはら てつろう） 

       副会長 岩間海太郎（いわま かいたろう） 

       事務局長 原田 裕 （はらだ ゆたか） 

       会 計 北原 剛弘（きたはら たかひろ） 

 

⑵ 会員数 

   ・現在の会員数：８２人 

内訳（男：47人 女:35人）（利用者：18人 運転者：20人 賛同者：44人） 

 

⑶ 設立の経緯とその後の変遷 

・平成１９年：松本大学の学生がお年寄りから「バス停まで歩くのが大変」との話を聞き民生 

児童委員に相談したことから始まる。 

・平成２０年：高齢者など車での移動が困難な交通弱者対策を考える組織「新村福祉システム 

ネットワーク」を、当時の町会連合会と松本大学の間で発足。 

・平成２１年：市主導で地域の身近なバスとして「コミュニティバス（コミバス）」の運行が 

       始まる。 

・平成２２年：コミバスの乗車率向上を考える取組みの一環で実施したアンケートの結果「バ 

ス停までが遠い」「買い物の際は帰りの荷物が重い」などの、高齢者が抱える 

切実な課題・要望が浮き彫りに。 

・平成２３年：「新村福祉システムネットワーク」の会員や行政職員等（現在の地域づくりセ 

ンター）により、高齢者（交通弱者）の「足」の確保に取り組んだ。 

・平成２４年：９月に「プチ送迎ボランティア」を設立。１１月からプレ運行開始。当初は、 

会長個人の車を使用し、運行ルートも地区内２つの医療機関に限定。 

・平成２５年：４月からは買い物ルートを開設（隣接地区のスーパーマーケット）。 

会員数が７０人を超える。 

・平成２６年：町会の補助や市の「地域力アップ提案事業」を利用し、自前の「プチ送迎車」 

を購入、運転者の会員も増え、同年１２月に新たな買い物ルートを開設（複合 

ショッピングセンター）、現在は４つのルートで運行。 

    ・平成２８年：８月、運行５００回、利用者数述べ１，２００人を達成。９月に記念講演会（講 

           師：松本大学 尻無浜教授）と祝賀会を開催。 

 

 ⑷ 活動内容・運行ルート等 

   高齢者の買い物、通院等の送迎活動 

   －運行ルート－ 

   ・毎週火曜日・・・・・・・【梓川地区】  スーパー（デリシア）、岡野医院 

・毎週木曜日・・・・・・・【新村地区内】 宮澤整形外科医院 

   ・毎月第３水曜日・・・・・【新村地区内】 花村医院 

   ・毎月第２・第４金曜日・・【山形村】   デパート（アイシティ２１） 
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○「プチ送迎ボランティア」活動の様子 

- 
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プチ送迎ボランティア（略称：ＰＳＶ）は、地域住民の移動手段の「足」として、自前の「プチ送迎車」

を運行し、病院やショッピングセンターなどへの送迎を行うボランティア組織です。 

プチ送迎ボランティアでは、この活動に賛同し、ご協力いただける方を募集しています。 

この活動は単に「高齢者の足」というだけでなく、防災や見守りにも繋がる広い意味での「地域づくり」 

となる事業だと考えています。是非皆様のご協力をお願い致します。 

具体的に何をしているの？ 

＜現在の活動内容＞（運行状況） 

☆毎週火曜日・・・・・・・・梓川デリシア、岡野医院等 

☆毎週木曜日・・・・・・・・宮澤整形外科医院 

☆毎月第３水曜日・・・・・・花村医院 

☆毎月第２・第４金曜日・・・アイシティ２１（山形村） 

※新ルートとして、小岩井内科医院（下新北）を検討しています。 

 ご希望の方は、申込みの際にお伝えください（曜日は未定） 

＜ボランティア会員募集要項＞ 

☆利用者・・・通院や買い物で利用したい方 

☆運転者・・・運転手としてご協力いただける方 

☆賛同者・・・この活動に賛同し、支援していただける方 

＜会員数＞（２8 年２月末現在） 

利用者：２１名 運転者：２０名 賛同者：４５名 

  計：８６名の方が会員としてご協力いただいています 

多くの皆様にご協力いただ

いていますが、今後のルート

拡大や増便、そして持続可能

な活動としていくために会

員の拡大が必要です！！ 

会員の方は、年会費として２，０００円納入していただいております。 

会費により、ガソリン代や保険代等、車両の維持管理に必要な諸経費をまかなっています。 

空色の「プチ送迎車」 

プチ送迎ボランティア  

＜お問い合わせ・ご連絡先＞ 

〒390-1241 松本市新村 2179-7 

新村公民館（48-0375）又は新村地区福祉ひろば（48-0373）まで！ 
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－　も　く　じ　－

　
「
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
戦
略
事
業
」
は
、
地
元
志
向

の
若
者
が
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
と
し
た
地
域
づ
く
り
の

活
動
と
大
学
で
の
専
門
的
な
教
育

を
受
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性

化
等
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

第
1
期
生
の
5
人
は
、
松
本
大

学
の
特
別
調
査
研
究
員
と
し
て
、

5
月
か
ら
中
央
、
鎌
田
、
入
山
辺
、

四
賀
、
奈
川
の
5
地
区
で
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
期
間
は
、
3
年
を
予
定
し
、

終
了
後
は
地
元
で
の
就
職
や
起
業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
研
究
員
の

地
域
づ
く
り
を
通
し
て
得
ら
れ
た

成
果
は
、
大
学
で
の
研
究
教
育
に

も
生
か
さ
れ
ま
す
。

若い力と一緒に
 地域の活性化を　2
国勢調査2015 4
産後ケア事業がスタート 6
がん検診を受けましょう 7
自殺予防週間 8
臨時福祉給付金申請受付開始 10
国保の保険証を更新 11
災害の備えを確認しましょう 12
災害医療対策 13
動物愛護週間 14
市民活動フェスタ 15
健康フェスティバル 16
松本カーフリーデー 17
コラムのページ 18
情報チャンネル 20
10月の相談日 41
「orange」
 映画エキストラ募集　42

　松本市ではこの5月から、松本大学と協力して、若者を地域で育て、
若い力と一緒に松本地域を活性化させようと「地域づくりインターン
シップ戦略事業」を始めました。
　このような地域づくりに特化したインターンシップは、全国初の取
り組みとなります。インターン生の皆さんの声をお伝えします。

　

事
業
の
概
要
は

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
関
わ
っ

て
き
た
松
本
さ
ん
と
丸
山
さ
ん
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、住
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
検
討
し
て
い

方
々
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　　

四
賀
地
区
で
は
、
今
年
の
6
月

末
に
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
協
議
会
の
各
部
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の

方
々
と
一
緒
に
、
今
年
度
の
事
業

計
画
や
今
後
の
四
賀
地
区
が
ど
う

あ
り
た
い
か
と
い
う
大
き
な
テ
ー

マ
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
松
本

で
、
今
後
も
松
本
で
暮
ら
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
じ
て
四
賀
地
区
の
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
こ
と
は
、
自
分
自

身
の
将
来
を
考
え
て
い
く
こ
と
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

（
丸
山
裕
也
さ
ん
）

～若者雇用・教育の新たなシステムの構築を目指して～

地域の活性化を地域の活性化を

も　く　じ

 

地
域
の
明
日
を
考
え
る 

  

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
声

は
緒
事
な

～～

松本市では
若い力と一緒
シップ戦略事
　このような
り組みとなり

～～

ま
す
。

　　　

大
学
時
代
に
、「
奈
川
地
区
の

健
康
寿
命
が
な
ぜ
長
い
の
か
」
を

調
査
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
祉
ひ
ろ
ば
等
で
調
査
し
た
結

果
、「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
や
る
、
で
き
な
い
こ
と
や
困

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
近
所
の

人
や
仲
が
い
い
人
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
、
奈
川
の
地
域
福
祉
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

　

5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
人
口

実
態
調
査
を
行
い
、流
出
に
よ
る

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
10
年
後
、
20

年
後
の
奈
川
地
区
の
姿
を
住
民
の

奈
川
地
区
の
調
査

（
松
本
尚
子
さ
ん
）

若い力若い力と一緒にと一緒に

広報まつもと2015年 9 月号　2
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●日時　10月20日（火）
　　　　午後4時開演（3時30分開場）
●会場　まつもと市民芸術館　主ホール
●内容　
【第1部】基調講演　午後4時～
「少子高齢化社会における地方都市の生き方」
　増田寛也（元総務大臣）
【第2部】パネルディスカッション 午後5時15分～
「100年後の松本市を考える」
　パネリスト　
　・増田寛也（元総務大臣）
　・賀来千香子（女優）
　・井上保（松本商工会議所会頭）
　・木俣正剛（文藝春秋常務取締役）
　・菅谷昭（松本市長）

●定員　900人　※応募者多数の場合は抽選
●料金　無料
●申し込み　 「往復はがき」による申し込みが必

要です。（1枚につき1人限り）
・往信裏面：申込者の　①郵便番号・住所　②氏
名・年齢　③職業　④電話番号　を記入
・返信表面：申込者の　①郵便番号・住所　②氏
名を記入し、〒390-8620　丸の内3 - 7　政策
課内　松本市・文芸春秋シンポジウム応募係へ
●締め切り　 9月30日（水）必着
　　　　　　※ シンポジウム参加者（先着900人）

には『文藝春秋』11月号（10月
発売）を差しあげます。

●問い合わせ　地方創生シンポジウム実行委員会　
 （政策課内　☎34-3274 34-3201）

「健康寿命延伸都市・松本」地方創生シンポジウム

　

現
在
、
公
民
館
だ
け
で
な
く
、

福
祉
ひ
ろ
ば
等
で
行
わ
れ
る
事
業

に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
住
民
の
方
々
と

交
流
で
き
る
こ
と
に
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
芸
員
の
資
格
を
生

か
し
、
鎌
田
地
区
の
宝
を
発
見
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
、
上
土
商
店
街

で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・

上
土
日
和
」
の
運
営
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
上
土
商
店
街
の
下
町

会
館
「
カ
フ
ェ
あ
げ
つ
ち
」
で
、

ま
ち
の
拠
点
と
な
る
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
に
は
、地
域
の
方
々
だ

け
で
は
な
く
、観
光
客
も
訪
れ
ま

ま
ち
の
拠
点「
カ
フ
ェ
あ
げ
つ
ち
」

　

規
格
外
に
よ
り
出
荷
で
き
な
い

農
産
物
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
現
状

を
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
入
山
辺
の
農
家
の
方
が
生

産
し
た
農
産
物
を
「
カ
フ
ェ
あ
げ

　

濵
さ
ん
と
塚
原
さ
ん
は
、
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
交
流
が
で

き
る
よ
う
な
場
や
、
そ
の
仕
掛
け

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

松
本
版
地
方
創
生
に
向
け
て

　

松
本
市
で
は
、「
超
少
子
高
齢

型
人
口
減
少
社
会
」
を
見
据
え
、

量
か
ら
質
へ
と
発
想
を
転
換
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
命
と
暮
ら
し

を
大
切
に
考
え
る
、「
健
康
寿
命

延
伸
都
市
・
松
本
」
の
創
造
に
い

ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、「
地
方
創
生
」
へ
の
取

り
組
み
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
今
ま
で
に
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
実
績
に
基
づ
く

施
策
に
更
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を

加
え
、
松
本
ら
し
い
特
徴
を
生
か

し
た
「
松
本
版
総
合
戦
略
」
を
10

月
末
を
目
途
に
策
定
し
ま
す
。

　

若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

将
来
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、

誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
＝
「
生

き
が
い
の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
基

本
目
標
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

 松本市・文藝春秋共催 

　迫りくる「超少子高齢型人口減少社会」に私たちはどう立ち向かうのか？そのヒントがここにありま
す。松本モデルの「地方創生」について、一緒に考えませんか。

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
笑
顔
で

楽
し
く
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
空

間
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
濵
由
佳
子
さ
ん
）

鎌
田
地
区
な
ら
で
は
の
企
画

（
塚
原
有
香
さ
ん
）

つ
ち
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

市
街
地
で
の
買
い
物
弱
者
へ
の
支

援
、
農
家
と
消
費
者
の
間
の
関
係

づ
く
り
、
更
に
は
農
家
の
や
り
が

い
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
産
物
を
買
い
に
き

て
く
れ
た
方
と
直
接
会
話
を
し
、

入
山
辺
の
魅
力
を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 
交
流
の
場
づ
く
り　
　

　

岩
垂
さ
ん
は
、
農
産
物
の
仕
入

れ
・
販
売
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

た
経
験
を
生
か
し
、
農
産
物
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
資
源
の
魅
力
発

信
に
努
め
て
い
ま
す
。

入
山
辺
の
農
産
物
を
販
売

（
岩
垂
綾
さ
ん
）

 

地
域
の
魅
力
を
発
信 

▲ この日は、５人で「カフェあげつち」に集まり、▲ この日は、５人で「カフェあげつち」に集まり、
お互いの活動について話し合いました。お互いの活動について話し合いました。

3　広報まつもと2015年 9 月号
-16-



地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
活
動
紹
介

　

地
域
づ
く
り
へ
の
若
者
の
参
加

に
よ
る
活
性
化
と
人
材
育
成
を
目

的
に
、
松
本
大
学
と
協
働
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

松
本
大
学
の
卒
業
生
が
、
松
本

大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

特
別
調
査
研
究
員
と
し
て
、
大
学

で
の
専
門
教
育
を
受
け
な
が
ら
、

地
域
に
入
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
2
期
生
と
し
て
、

●
問
い
合
わ
せ　

地
域
づ
く
り
課

 　
　
　
　
　
　

 

（
東
庁
舎
4
階　

☎
34‒

3
2
8
0 

34‒

0
4
0
0
）

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
！

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
！

▲毎週、大学で教授から指導を受けています。

 インターン1期生の主な活動 

芳
川
地
区
、
新
村
地
区
で
活
動
し

て
い
る
2
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
藤　

実
沙
子
さ
ん

伊
藤　

実
沙
子
さ
ん

　　

食
を
通
し
た
地
域
づ
く
り

食
を
通
し
た
地
域
づ
く
り

　

大
学
卒
業
後
、
東
京
で
栄
養
士

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
学
生

時
代
は
地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と

が
多
く
、
地
元
で
働
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
、
1
年
前

に
、
地
元
松
本
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
前
職
の
知
識
や
ス

キ
ル
を
生
か
し
て
「
食
」
を
通
し

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

芳
川
地
区
は
、「
地
区
で
子
ど

も
を
育
て
る
」
と
い
う
文
化
が
根

付
い
て
い
て
、
私
も
地
区
に
い
る

大
人
の
一
人
と
し
て
、
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
食
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
と
い
う
こ
と
で
、「
キ
ッ
ズ

ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
企
画
し
、
こ
れ

ま
で
に
2
回
開
催
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、
大
学
生
と
一

緒
に
料
理
で
き
て
楽
し
か
っ
た
な

ど
の
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
だ
け
に
限
定

せ
ず
に
、
シ
ニ
ア
世
代
に
向
け
て

の
企
画
も
考
え
て
い
ま
す
。
一
例

と
し
て
、
飲
み
込
み
や
す
く
、
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
売
っ
て
い
る
お
惣

菜
を
使
っ
た
簡
単
調
理
や
、
食
を

通
し
た
世
代
間
交
流
で
す
。
そ
し

て
、
他
地
区
で
活
動
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ン
生
と
連
携
し
て
、
食
と

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
企

画
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

一
色　

美
月
さ
ん

一
色　

美
月
さ
ん

　
防
災
を
通
し
て

　
防
災
を
通
し
て

　

地
域
を
見
つ
め
る

　

地
域
を
見
つ
め
る

　

松
本
大
学
が
あ
る
新
村
地
区
で

主
に
地
区
防
災
に
関
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
連
合

会
の
活
動
で
、
地
区
内
に
伏
在
断

層
が
通
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
高
齢
化
率
が
高
い
地
区
の

た
め
、
災
害
時
の
対
応
が
課
題
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日

の
昼
間
に
は
地
区
内
に
多
く
の
学

生
が
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
と
大

学
の
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
大
学
生
が
無
線
機

を
携
帯
し
て
町
会
の
一
時
集
合
場

所
へ
安
否
確
認
に
向
か
う
訓
練
や
、

被
災
地
で
炊
き
出
し
の
支
援
を
し

て
い
る
方
の
講
演
、
自
主
防
災
連

合
会
役
員
を
中
心
に
避
難
所
設
営

基
礎
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で
は
、

自
主
防
災
連
合
会
の
皆
さ
ん
と
訓

練
の
計
画
を
立
て
、
調
整
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
指
定
避
難
所
の
松

本
大
学
で
、
避
難
所
設
営
訓
練
を

◆
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

　

シ
ッ
プ
戦
略
事
業
と
は

行
う
予
定
で
す
。
今
後
も
、
大
学

と
地
域
と
の
連
携
を
図
る
パ
イ
プ

と
し
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲キッズクッキング

▲炊き出し班のパッククッキング

濵 由佳子さん
（中央地区） 

下町会館で、住民同士が交流でき、誰もが集える「憩いの
居場所づくり」をしています。

塚原 有香さん
（鎌田地区）

地区の魅力をもっと知ってもらいたいと考え、地区の魅
力を再発見するお宝発掘事業を企画しています。

岩垂 綾さん
（入山辺地区）

規格外の農産物の有効活用として野菜市等の開催や、地
域資源の魅力を地区内外に発信しています。

丸山 裕也さん
（四賀地区）

地区の協議会等へ参加し、移住者との交流を図るワーク
ショップの企画に取り組んでいます。

松本 尚子さん
（奈川地区） 

エゴマ等を活用した特産品のブランド化等に取り組み、生
活を支える農業と福祉を中心とした活動をしています。

広報まつもと2017年 2 月号　8
-17-
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